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フレッツ・テレビの導入をお考えのお客様へ

※本資料は参考資料です。本資料によってお客様が接続する端末設備を含めた通信・映像システムとしての品質を保証するものではありません。 東日本電信電話株式会社



導入参考資料（１／３）：宅内使用機器

・伝送帯域７０～２１５０ＭＨｚ対応で且つ利得が２５ｄＢ以上のものを使用してください。【ブースター】

・伝送帯域７０～２１５０ＭＨｚ対応の接続Ｆ座タイプを使用してください。
・挟み込みタイプは、ノイズの飛び込みや信号漏洩を引き起こす原因となりますので、使用しないで下さい。
・妨害電波や飛び込みノイズに強い高シールド型テレビターミナルを使用してください。

【テレビ端子】

・空端子には、ダミー抵抗器（終端抵抗器）を取り付けてください。
・伝送帯域７０～２１５０ＭＨｚに対応のものを使用してください。

【分岐・分配器】

・テレビ端子への接続やテレビ周辺機器の接続に用いる場合の同軸コードは、 ４Ｃ-ＦＢ（テレビ信号伝送用発砲
ポリエチレン絶縁ビニルシース同軸ケーブル）或いは、Ｓ-４Ｃ-ＦＢ（衛星放送受信用発砲ポリエチレン絶縁ビニ
ルシース同軸ケーブル）以上に適合しているものを使用してください。

【同軸コード】
（短距離の配線に
用いる同軸で、

目安は３ｍ以内程度）

・宅内（幹線）の施工で使用する同軸ケーブルは、原則５Ｃ-ＦＢ（テレビ信号伝送用発砲ポリエチレン絶縁ビニル
シース同軸ケーブル）以上に適合しているものを使用してください。

・ＮＴＴ東日本が設置する回線終端装置への接続は、高周波Ｃ１５形のＦ型コネクタ（ＥＩＡＪ ＲＣ-５２２３ 準拠）を
使用してください。

【同軸ケーブル】
（中長距離の配線に

用いる同軸）

■宅内使用機器
・宅内で使用する機器は、以下の仕様を満たすものを使用してください。
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導入参考資料（２／３）：配線方法

【配線の方法】
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■ご注意いただきたい事項
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■代表的な配線例
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①回線終端装置のＲＦ出力端子とテレビ周辺機器との間に、
１分岐器を接続する。

同軸ケーブル

同軸コード

• 既設の分配器、同軸ケーブル等の使用機器が、弊社指定の仕様に適合するか、ご確認ください。
• 既設の同軸ケーブルの種類によっては、ご希望の放送を視聴するために、同軸ケーブルの張り替えが必要となる場合があります。
• 既存共聴設備によってはブースターの設置が必要となる場合があります。
• 既設のブースターについては、視聴を希望する放送に対応しているか、対応放送及び対応周波数帯等の表示を確認してください。対応して
いない場合は、ブースターの交換が必要となる場合があります。

①回線終端装置のＲＦ出力端子とテレビ周
辺機器との間に、１分岐器を接続する。

②１分岐器より分岐したもう一方をテレビ端
子へ接続する。

③既設共聴設備の４分配器出力端子に接
続されていた同軸ケーブルを入力端子に
接続替えをする。

◆実際の施工にあたりましては専門の工事会社へご相談ください。

③既設共聴設備の４分配器出力端子に接続されていた
同軸ケーブルを入力端子に接続替えをする。

②１分岐器より分岐したもう一方をテレビ
端子に接続する。

BS/CS110°



導入参考資料（３／３）：回線終端装置技術仕様

■ＮＴＴ東日本の回線終端装置技術仕様

・ＲＦ出力周波数帯域は、７０～２０７２ＭＨｚです。
・ＲＦ出力レベルは、次の通りです。

７３.８ｄＢμＶ以上２５６ＱＡＭ

７２.０ｄＢμＶ以上ＣＳ-ＩＦ

７５.０ｄＢμＶ以上ＢＳ-ＩＦ

６８.３ｄＢμＶ以上６４ＱＡＭ・ＯＦＤＭ

８２.０ｄＢμＶ以上アナログ映像信号
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【その他注意事項】
・光ファイバの断線は映像視聴障害を引き起こす恐れがありますので、光ファイバのお取り扱いには十分ご注意ください。


